
議

　長

　

 

井
下

　良
雄

副
議
長

　

 

浜
口

　敏
夫

議

　
　員

　

 

松
島

　俊
雄

　〃

　
　

 

山
下

　玲
子

　〃

　
　

 

山
上

　英
一

　〃

　
　

 

西
岡
裕
喜
広

　〃

　
　

 

中
根

　清
孝

　〃

　
　

 

宮
原

　三
郎

　〃

　
　

 

小
野

　孝
一

明
け
ま
し
て

　

      

お
め
で
と
う

　

         

ご
ざ
い
ま
す

小児科医を派遣して（町長報告） ２P

新たな住宅施策の展開を（一般質問） ４～７P

英語力に感動（Meet the World） ７P

これからの行動（中学生１日議会体験記） 10・11P

迎えてくれる温かさに励まされて
　　　　　　　（Ｕ・Ⅰターン者に聞く） 12P

小児科医を派遣して（町長報告） ２P

新たな住宅施策の展開を（一般質問） ４～７P

英語力に感動（Meet the World） ７P

これからの行動（中学生１日議会体験記） 10・11P

迎えてくれる温かさに励まされて
　　　　　　　（Ｕ・Ⅰターン者に聞く） 12P
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町長報告

小林町長

たぶん難しい

キッズポートと知事との意見交換会

◦９月24日　高松北警察署上杉署長他

が屏風島及び向島視察のため来島さ

れました。

◦10月９日　「硝子の茶室『聞鳥庵』」

茶室披
びら

き及び記念トークが開催され

ました。

◦10月14日　「県政について話そう」

知事意見交換会が開催されました。

◦10月20日　国土交通省港湾局長を訪

問し、予算確保の要望をしました。

◦11月16日　四国運輸局交通政策部バ

リアフリー推進室、加藤課長他が交

通に係るバリアフリー法関連基本構

想など説明のため来庁されました。

◦11月17日　全国町村長大会が開催さ

れました。

◦11月29日　瀬戸内国際芸術祭直島町

実行委員会が開催されました。

（主なもの）

訪
問
の
目
的
は

Q
（
西
岡
）
高
松
北
署

長
が
、
屏
風
島
と
向

島
を
視
察
さ
れ
た
。
そ
の
内

容
は
。

A
（
町
長
）
今
ま
で
北

署
が
視
察
し
た
こ
と

が
な
か
っ
た
の
で
、
現
場
を

視
察
し
た
。

何
か
要
望
が
出
た
か

Q
（
山
上
）「
県
政
に

つ
い
て
話
そ
う
」
県

知
事
と
の
意
見
交
換
会
が
開

催
さ
れ
た
が
、
何
か
要
望
が

出
た
か
。

主
な
質
疑

A
（
町
長
）
南
海
ト
ラ

フ
地
震
に
係
る
予
算

強
化
を
お
願
い
し
た
。

芸
術
祭
新
た
な
作
品
は

Q
（
山
下
）
来
年
の
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
の

新
た
な
作
品
は
、
何
か
あ
る

か
。A

（
町
長
）
硝
子
の
茶

室
『
聞
鳥
庵
』、
杉

本
氏
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
だ
。

Q
（
山
下
）
女
文
楽
の

出
演
予
定
は
あ
る
か
。

A
（
ま
ち
づ
く
り
観
光

課
長
）
女
文
楽
の
イ

ベ
ン
ト
も
実
施
予
定
だ
。

Q
（
山
下
）役
場
ロ
ビ
ー

の
木
造
船
を
利
用
し

て
は
。

A
（
町
長
）
演
目
に
よ

る
が
、
利
用
で
き
る

と
な
れ
ば
、
直
島
ホ
ー
ル
へ

運
ん
で
の
利
用
を
考
え
る
。

基
本
構
想
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
関
連
基
本
構

想
と
あ
る
。
ど
う
い
う
構
想

か
。A

（
デ
ジ
タ
ル
推
進
室

長
）
公
共
施
設
や
公

共
機
関
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
、
自
治
体
と
し
て
整
備
し

て
い
く
と
い
う
構
想
や
計
画

を
作
成
し
て
い
く
と
い
う
法

律
だ
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。

小児科医を
派遣して

　12月定例会を７日 に開催しました。町
長・教育長報告に対 する質疑を行ない、
提出された議案６件 を慎重に審議し、原
案のとおり全員賛成 で可決しました。
　一般質問には４人 が町政に対する考え
を質問しました。

A
（
町
長
）キ
ッ
ズ
ポ
ー

ト
と
の
意
見
交
換
会

で
、「
小
児
科
医
を
派
遣
で

き
な
い
か
」
と
い
う
要
望
が

あ
っ
た
が
、た
ぶ
ん
難
し
い
。

予
算
要
望
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
国
土
交
通

省
港
湾
局
長
に
予
算

要
望
を
し
た
か
。
内
容
は
。

熱演する女文楽（2010瀬戸芸）
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◦９月21日　スポーツ推進委員主催のお月見
ウォーキングが開催され、54人が参加しま
した。

◦９月30日　東部教育長会・現地研修が開催
されました。

◦10月５日　香川県市町教育委員会連絡協議
会教育長部会第１回運営委員会が開催され
ました。

◦10月14日　第３回幼小中合同研修会が開催
されました。

◦10月15日　部落解放・人権政策確立要求
2021年度県内「網の目」行動が開催されま
した。

◦10月27日　第42回校内合唱コンクールが開
催されました。

◦11月３・４日　令和３年度教育文化祭が開
催されました。

◦11月９日　令和４年度へき地教育に関する
人事及び予算についての要望の会が開催さ
れました。

◦11月27日　「Meet the World」が小学校・中
学校で開催されました。

（主なもの）

協
議
会
の
中
身
は

Q
（
西
岡
）
青
少
年
育

成
連
絡
協
議
会
の
内

容
は
。

A
（
教
育
長
）
主
な
議

題
は
青
少
協
だ
よ
り

の
原
稿
依
頼
と
割
り
当
て

で
、
２
月
に
発
行
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
話
題
は

Q
（
宮
原
）
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
は
連
絡
調

整
を
行
な
う
と
か
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
役
割
が
期
待
さ

主
な
質
疑

教育長報告

鴨井教育長

月１回
点検している

れ
る
が
、
最
近
の
委
員
会
の

話
題
は
。

A
（
教
育
長
）
新
し
い

ス
ポ
ー
ツ
や
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
脚
光
を
浴
び
た

ボ
ッ
チ
ャ
に
つ
い
て
協
議
し

て
い
る
。

委
員
会
の
内
容
は

Q
（
小
野
）
教
育
長
部

会
の
運
営
委
員
会
で

話
し
た
内
容
は
。

A
（
教
育
長
）
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
団
体
の
、

来
年
度
補
助
金
の
分
配
や
予

算
額
の
協
議
だ
。

高
専
学
生
が
参
加

Q
（
小
野
）
教
育

文
化
祭
に
高
専

が
参
加
し
て
い
る
。
何

か
で
調
べ
て
参
加
し
た

の
か
。

A
（
町
長
）
職
員

の
息
子
さ
ん
が

高
専
に
在
籍
し
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ほ
と

ん
ど
活
動
が
で
き
て
い

な
い
の
で
、
直
島
へ
と

話
が
出
て
実
現
し
た
。

ま
た
、
へ
き
地
だ
か
ら
希
望

者
が
い
な
い
の
か
。

A
　

学
校
規
模
に
よ
り

教
員
定
数
が
決
ま
っ

て
い
る
。
へ
き
地
学
校
の
希

望
者
は
多
い
。
子
ど
も
た
ち

が
素
直
で
教
育
の
し
が
い
が

あ
る
と
実
感
し
て
い
る
先
生

は
多
い
。遊

具
の
安
全
は

Q
（
西
岡
）
他
県
の
保

育
園
で
遊
具
の
事
故

が
発
生
し
た
。
当
町
の
園
で

は
整
備
点
検
を
し
た
り
、
職

員
が
見
守
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
毎
月
１

回
定
期
点
検
を
し

て
、
異
常
が
あ
れ
ば
対
応
し

て
い
る
。
幼
児
学
園
・
小
学

校
で
は
必
ず
何
人
か
が
見

回
っ
て
い
る
。

遊具は
安全か

　12月定例会を７日 に開催しました。町
長・教育長報告に対 する質疑を行ない、
提出された議案６件 を慎重に審議し、原
案のとおり全員賛成 で可決しました。
　一般質問には４人 が町政に対する考え
を質問しました。

教
師
の
人
数
は

Q
（
山
上
）
代
替
教
員

が
不
足
し
て
い
る
の

は
病
気
休
暇
や
産
前
休
暇
を

取
る
教
師
が
増
え
て
い
る
の

か
、
ま
た
、
教
師
に
な
る
人

数
が
減
っ
て
い
る
の
か
。

A
（
教
育
長
）
全
国
的

に
先
生
の
数
が
足
り

て
い
な
い
。
取
り
合
い
の
状

況
だ
。
教
員
志
望
も
全
国
的

に
減
っ
て
い
る
。

へ
き
地
教
育
希
望
者
は

Q
（
宮
原
）
へ
き
地
教

育
に
関
す
る
人
事
だ

が
、
教
員
が
い
な
い
の
か
、

お月見ウォーキング前の様子
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町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

一 般 質 問

山上 議員

　

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
移

住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
の

住
宅
施
策
の
取
り
組
み
と
し

て
、
直
島
カ
ラ
ー
ズ
に
よ
る

空
き
家
な
ど
の
利
用
促
進
へ

の
取
り
組
み
、
家
族
向
け
・

単
身
向
け
町
営
住
宅
の
建

設
、
社
宅
整
備
費
用
助
成
制

度
の
創
設
、
積
浦
の
姫
宮
団

地
宅
地
分
譲
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
効
果
も
あ
り
現

在
、
人
口
３
０
０
０
人
を
維

持
し
て
い
る
状
況
だ
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
に
は
三

菱
マ
テ
リ
ア
ル
が
50
戸
の
単

〔
町
長
〕
最
重
要
課
題
と
し
て
進
め
て
い
き
た
い

新
た
な
住
宅
施
策
の
展
開
を

身
者
用
ア
パ
ー
ト
を
建
設
、

そ
の
他
関
連
企
業
に
お
い
て

も
社
員
用
の
社
宅
を
建
設
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
多
く
の
若

者
が
本
町
に
定
住
し
て
く
れ

て
い
る
。
現
在
、
そ
れ
ら
の

若
者
が
結
婚
の
適
齢
期
を
迎

え
、
家
族
向
け
の
住
居
が
不

足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
声
を
町
民
か
ら
最
近

よ
く
聞
く
。

　

定
住
化
の
促
進
対
策
は
、

本
町
の
第
一
の
課
題
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
三
菱
マ
テ
リ
ア

ル
な
ど
の
社
宅
計
画
も
把
握

し
た
う
え
で
、
町
の
事
務
事

業
の
見
直
し
を
同
時
に
行
な

う
こ
と
を
前
提
に
、
優
先
順

位
の
高
い
住
宅
施
策
に
つ
い

て
早
急
に
検
討
す
べ
き
だ
。

A
（
町
長
）
当
町
に
お

い
て
、
住
宅
施
策
は

最
重
要
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。

　

現
在
、単
身
者
用
住
宅
は
、

需
要
と
供
給
が
均き

ん

衡こ
う

し
て
い

る
が
、
家
族
用
住
宅
は
、
常

に
満
室
で
あ
り
、
若
い
世
帯

向
け
の
住
宅
は
不
足
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
12
月
補
正
予
算
に
て
横
防

家
族
用
住
宅
の
実
施
設
計
業

務
を
計
上
し
、
来
年
度
に
は

１
棟
２
戸
の
建
設
を
予
定
し

て
い
る
。
応
募
状
況
を
み
て

次
期
計
画
も
検
討
し
た
い
。

　

ま
た
、
積
浦
の
宅
地
分
譲

地
に
つ
い
て
は
、
12
区
画
中

７
区
画
が
売
却
済
み
で
あ

員
が
直
島
で
住
め
る
よ
う
対

策
を
お
願
い
し
て
い
る
。
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
要
望
し

て
い
く
。

Q
　

積
浦
の
宅
地
分
譲

地
は
、
計
画
の
半
分

の
土
地
を
購
入
し
整
備
を
し

た
が
、
残
り
の
半
分
に
つ
い

て
現
在
明
ら
か
に
不
足
し
て

い
る
賃
貸
住
宅
の
用
地
と
し

て
整
備
し
、
国
の
補
助
を
受

け
集
合
住
宅
の
建
設
を
検
討

し
た
ら
ど
う
か
。

A
（
町
長
）
今
後
の
住

宅
施
策
に
つ
い
て

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
検

討
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

公
務
員
の

�

定
年
延
長
に
つ
い
て

　

今
年
度
、
地
方
公
務
員
の

定
年
を
65
歳
ま
で
延
長
す
る

法
改
正
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
既
存
の
再
任
用
制
度

が
廃
止
（
令
和
13
年
度
ま
で

の
移
行
期
間
中
は
存
置
）
と

な
り
、
令
和
５
年
度
か
ら
２

年
に
１
歳
ず
つ
、
65
歳
ま
で

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

定
年
の
引
き
上
げ
は
、
継

続
的
な
新
規
採
用
や
、
若
手

人
材
の
登
用
機
会
の
確
保
と

い
っ
た
組
織
活
力
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
る
一
方
で
、
60

歳
を
超
え
る
職
員
の
知
識
や

経
験
が
活
か
せ
る
と
い
っ
た

効
果
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
面
が
あ
る
。

　

ま
た
、
原
則
60
歳
に
な
れ

ば
管
理
職
に
つ
い
て
は
、
降

格
と
な
る
「
役
職
定
年
」
が

導
入
さ
れ
る
。

　

こ
こ
２
年
間
で
観
光
協
会

と
社
会
福
祉
協
議
会
に
退
職

者
が
そ
れ
ぞ
れ
再
任
用
と
い

う
形
で
は
な
く
再
雇
用
と
い

う
形
で
勤
務
し
て
い
る
が
、

本
町
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治

体
の
人
事
管
理
は
ま
す
ま
す

難
し
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の
60

歳
到
達
者
の
雇
用
に
つ
い
て

の
考
え
方
や
職
員
の
新
規
採

用
な
ど
町
と
し
て
の
人
事
管

理
に
つ
い
て
、
今
後
10
年
先

ま
で
の
60
歳
到
達
者
の
人
数

を
示
し
た
う
え
で
、
町
長
の

見
解
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
今
後
10
年

先
ま
で
の
60
歳
到
達

者
は
一
般
職
で
13
名
と
な
っ

て
い
る
。
新
規
職
員
の
採
用

は
、
各
年
度
の
退
職
者
数
を

考
慮
し
な
が
ら
計
画
的
な
補

充
を
実
施
す
る
。

　

今
後
の
行
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
も
若
手
職
員
の
人
材
育

成
に
努
め
な
が
ら
、
定
年
延

長
制
度
の
趣
旨
を
尊
重
し
、

若
手
と
ベ
テ
ラ
ン
職
員
を
融

合
さ
せ
、
役
場
は
サ
ー
ビ
ス

業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
肝

に
銘
じ
て
、前
に
進
み
た
い
。

積浦宅地分譲地

り
、
状
況
に
よ
り
次

期
計
画
を
検
討
し
た

い
。Q

　

三
菱
マ
テ

リ
ア
ル
の
従

業
員
が
、
結
婚
に
よ

り
社
宅
入
居
を
希
望

し
て
も
、
入
居
で
き

な
い
状
況
だ
と
聞
い

て
い
る
が
。

A
（
町
長
）
町

と
し
て
製
錬

所
に
対
し
て
、
従
業
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町長に 問う
質問者の責任において 作成しています

西岡 議員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
だ

が
、
令
和
３
年
10
月
現
在
の

登
録
者
率
は
全
国
平
均
で

38
％
弱
だ
と
総
務
省
が
発
表

し
て
お
り
、
普
及
率
が
ま
だ

低
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

当
町
に
お
い
て
も
他
の
自

治
体
同
様
だ
。
登
録
者
数
の

増
加
を
図
る
対
策
が
必
要
と

考
え
る
。

　

例
え
ば
、
ふ
れ
あ
い
診
療

所
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
保
険
証
の
代
わ
り
に
使
用

で
き
る
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
す
る
な
ど
、
町
民
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
環
境
づ

〔
町
長
〕
時
間
外
交
付
を
行
な
っ
て
い
る

普
及
率
向
上
の
具
体
策
は

く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
普
及
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

で
行
政
手
続
き
が
可
能
に
な

り
、
生
活
の
利
便
性
が
向
上

す
る
こ
と
を
、
ふ
れ
あ
い
通

信
で
放
送
す
れ
ば
、
登
録
数

増
加
に
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
。

A
（
町
長
）
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
が
生
活

に
関
係
し
て
い
く
の
か
と
い

う
と
、
就
職
・
病
気
・
年
金

受
給
・
預
貯
金
の
口
座
開
設

な
ど
、
多
く
の
場
面
で
個
人

番
号
の
提
示
が
必
要
に
な
る

際
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
が
あ
れ
ば
、
こ
れ
１
枚
で

本
人
確
認
が
可
能
と
な
る
。

　

ま
た
、
今
年
10
月
20
日
か

ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
健
康
保
険
証
利
用
の
本
格

運
用
が
ス
タ
ー
ト
し
、
ふ
れ

あ
い
診
療
所
で
は
、
機
器
を

導
入
し
、
11
月
か
ら
運
用
を

開
始
し
て
い
る
。
行
政
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

に
伴
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

申
請
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
普
及
促
進
に
お

け
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、

取
得
の
啓
発
グ
ッ
ズ
、
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
を
配

布
す
る
ほ
か
、
毎
月
第
２
水

曜
日
に
役
場
閉
庁
後
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
予
約
制
で
時

間
外
交
付
を
行
な
っ
て
い
る
。

　

個
人
番
号
を
証
明
す
る
書

類
や
本
人
確
認
の
際
、
公
的

な
本
人
確
認
と
し
て
利
用
で

き
、
ふ
れ
あ
い
診
療
所
で
、

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
で

き
る
こ
と
等
を
広
報
活
動
に

よ
り
住
民
に
周
知
を
行
な

い
、
普
及
率
の
向
上
に
努
め

て
い
き
た
い
。

電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の

�

安
全
対
策
を

　

ち
ょ
い
乗
り
と
し
て
電
動

キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
が
普
及
し
て

い
る
。
安
価
で
気
軽
に
乗
れ

る
こ
と
か
ら
人
気
の
乗
り
物

だ
が
、
原
付
バ
イ
ク
と
同
じ

扱
い
の
規
制
が
あ
る
。

　

し
か
し
、

乗
っ
て
い
る
人

は
自
転
車
感
覚

で
運
転
し
て
い

る
た
め
、
違
反

や
事
故
が
急
増

し
て
い
る
現
状

が
あ
る
と
報
道

さ
れ
て
い
る
。

　

来
年
は
瀬
戸
芸
が
開
催
さ

れ
、
多
く
の
観
光
客
が
来
島

す
る
と
思
わ
れ
、
中
に
は
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
を
持
参
す

る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

事
故
等
を
懸
念
す
る
町
民

の
声
も
あ
り
、
未
然
に
事
故

を
抑
制
す
る
ル
ー
ル
作
り
が

必
要
で
は
な
い
か
。

　

町
民
の
安
心
安
全
を
守
る

た
め
、
駐
在
さ
ん
に
相
談
し

て
、
港
や
船
内
等
に
注
意
喚

起
の
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
す
る

な
ど
、具
体
的
対
策
の
検
討
・

実
施
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
現
状
の
制

度
で
は
規
制
し
に
く

い
。
国
土
交
通
省
で
は
、
新

た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
安
全
性

の
確
保
を
ね
ら
っ
て
、
新
し

い
車
両
区
分
を
設
け
て
最
適

な
安
全
基
準
を
具
体
化
す
る

な
ど
、
車
両
技
術
基
準
の
策

定
に
向
け
て
本
格
的
な
議
論

を
、
ス
タ
ー
ト
し
た
と
こ
ろ

だ
。

　

ま
た
、
警
察
庁
に
お
い
て

も
道
路
交
通
法
に
基
づ
き
、

小
型
低
速
車
に
適
用
す
る
交

通
ル
ー
ル
を
検
証
し
、
中
間

報
告
書
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

町
と
し
て
、
来
島
さ
れ
た

観
光
客
の
方
々
に
楽
し
く
、

事
故
な
く
島
内
で
過
ご
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
ま
た
、
町

民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
、
利
用
者
へ

の
注
意
喚
起
や
チ
ラ
シ
の
配

布
の
ほ
か
、
町
内
の
主
要
な

場
所
に
啓
発
の
ぼ
り
の
設
置

や
グ
ッ
ズ
の
作
成
な
ど
、
交

通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
な
ど
の

順
守
徹
底
の
呼
び
か
け
強
化

に
努
め
た
い
。

キックボード

【おもて面】
マイナンバーカード

【うら面】
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〔
町
長
〕
今
は
検
討
す
る
段
階
で
は
な
い

な
ぜ
宮
島
は
で
き
て
直
島
は
で
き
な
い
の
か

松島 議員

　

入
島
税
に
つ
い
て
、
先
の

浜
口
議
員
の
質
問
に
対
し
、

種
々
理
由
を
述
べ
導
入
で
き

な
い
と
の
答
弁
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
質
問
の
基

と
な
っ
た
新
聞
記
事
に
よ
る

と
、
列
挙
し
た
諸
課
題
を
克

服
し
て
『
宮
島
』
は
２
０
２

３
年
度
の
導
入
を
決
定
し

た
。
宮
島
は
で
き
て
直
島
は

な
ぜ
で
き
な
い
の
か
問
う
。

A
（
町
長
）
入
島
税
の

導
入
は
、
町
民
・
町

内
事
業
者
・
町
外
の
方
々
の

ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
け
れ

ば
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
広
島
県
廿
日
市
市
で

行
わ
れ
た
徴
収
シ
ス
テ
ム

『
宮
島
訪
問
税
』
構
築
業
務

に
つ
い
て
は
応
募
し
た
１
社

が
選
定
さ
れ
て
い
る
。
当
町

で
は
事
業
者
が
参
加
す
る
か

ど
う
か
。
課
題
・
問
題
点
を

考
え
る
と
、
今
は
検
討
す
る

段
階
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
入
島
税
と
は
別
に
『
ふ

る
さ
と
納
税
』
を
充
実
さ
せ

る
こ
と
で
財
源
確
保
、
良
い

町
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
。Q

　

浜
口
議
員
に
答
え

た
の
と
同
じ
答
弁

だ
。
私
が
尋
ね
た
の
は
、
宮

島
は
や
る
と
決
め
た
。
先
の

答
弁
は
や
ら
な
い
た
め
の
理

由
列
挙
。
そ
こ
で
宮
島
を
統

括
す
る
廿
日
市
市
は
条
件
を

全
て
検
討
し
、
克
服
し
、
解

決
を
し
た
う
え
で
実
施
す
る

と
い
う
こ
と
だ
。
町
長
は
廿

日
市
市
に
対
し
て
取
材
さ
れ

た
か
尋
ね
る
。

A
（
町
長
）
廿
日
市
市

に
対
し
私
か
ら
尋
ね

た
こ
と
は
な
い
。

Q
　

先
方
に
出
向
い
て

行
っ
て
課
題
克
服
の

た
め
の
検
討
を
し
、
そ
の
結

果
こ
う
で
あ
る
と
い
う
プ
ロ

セ
ス
が
な
い
。
学
ん
だ
う
え

で
結
論
付
け
る
べ
き
と
考
え

る
。

　

メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
や

ら
な
い
の
か
、
検
討
し
た
い

が
も
う
少
し
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
る
と
い
う
の
か
、

ど
ち
ら
な
の
か
。

A
（
町
長
）
検
討
す
る

こ
と
は
な
い
と
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

（
松
島
）
全
く
や
る
つ
も
り

は
な
い
と
い
う
の
が
町
長
の

判
断
で
あ
る
と
理
解
し
質
問

は
終
了
す
る
。

県
道
「
斎さ
い

土ど

の
坂
」

�

拡
幅
の
再
質
問

　

以
前
こ
の
問
題
の
質
問
に

対
す
る
答
弁
は
①
八
日
山
墓

地
南
側
は
実
施
。
②
他
は
不

可
能
で
あ
っ
た
。
①
の
部
分

は
半
分
着
手
。
残
り
の
部
分

は
ど
う
な
る
の
か
。
②
の
他

の
部
分
、
元
赤
木
医
院
跡
は

現
有
者
に
協
力
願
え
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
の
役
場
側
は

現
状
、
空
き
家
状
態
で
あ
り

交
渉
可
能
で
は
。当
局
の『
ヤ

ル
気
』
を
問
う
。

A
（
町
長
）
質
問
の
中

に
「
不
可
能
」
と
い

う
表
現
が
あ
る
が
私
は
「
非

常
に
厳
し
い
」と
答
弁
し
た
。

①
の
部
分
は
今
年
度
末
ま
で

に
全
面
完
成
す
る
予
定
。
残

り
の
役
場
ま
で
の
区
間
は
現

況
大
変
難
し
い
と
い
う
の
が

現
状
だ
。
空
き
家
に
関
し
て

は
以
前
管
理
者
と
話
し
た
が

良
い
返
事
は
な
か
っ
た
。
こ

の
状
況
の
中
、
大
変
難
し
い

と
い
う
現
状
だ
。
し
か
し
長

年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
、
慎

重
に
県
等
と
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

Q
　

前
回
通
り
の
回
答

だ
。
現
状
は
西
側
か

ら
Ａ
宅
Ｂ
宅
Ｃ
宅
の
３
軒
並

び
。
Ａ
宅
Ｂ
宅
は
南
面
庭
が

相
当
広
く
若
干
の
ご
協
力
は

お
願
い
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
Ｃ
宅
は
南
面
が
狭
く
ご

協
力
い
た
だ
け
て
も
１
メ
ー

ト
ル
が
限
界
か
な
と
い
う
感

じ
。
空
き
家
の
方
に
は
再
度

お
願
い
し
て
ほ
し
い
。

A
（
町
長
）
非
常
に
厳

し
い
と
言
う
し
か
な

い
。
い
く
ら
ヤ
ル
気
を
出
し

て
も
先
方
の
あ
る
こ
と
だ
。

空
き
家
に
つ
い
て
は
今
後
も

粘
り
強
く
話
を
し
た
い
。

（
松
島
）
結
論
的
に
は
避
け

て
は
通
れ
な
い
道
で
あ
る
と

い
う
ふ
う
に
理
解
し
た
。諸
々

の
ハ
ー
ド
ル
を
い
か
に
解
決

し
て
い
く
か
、
こ
れ
は
実
に

町
長
の
ヤ
ル
気
と
能
力
に
か

か
っ
て
く
る
と
、
私
は
経
験

上
感
じ
る
。
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ

し
く
処
置
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
再
度
申
し
あ
げ
る
。

斎土の坂　今後の行方は

一 般 質 問
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〔
町
長
〕
継
続
可
能
な
取
り
組
み
を
構
築
し
て
い
く

移
住
希
望
者
に
も
っ
と
手
厚
い
Ｐ
Ｒ
を

中根 議員

　

先
日
Ｔ
Ｖ
で
移
住
者
に
１

番
人
気
の
地
方
の
こ
と
が
放

送
さ
れ
て
い
た
。
内
容
は
希

望
者
が
体
験
宿
泊
す
る
と
き

の
交
通
費
、
宿
泊
費
、
食
事

代
が
無
料
で
専
用
の
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
付
け
て
い
た
。

　

ま
た
、
移
住
者
の
心
配
な

と
こ
ろ
に
は
市
長
が
説
明
案

内
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は

子
ど
も
の
教
育
の
こ
と
で
、

「
都
会
と
地
方
で
は
地
方
の

教
育
が
遅
れ
て
は
い
な
い
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

市
長
は
そ
ん
な
こ
と
は
な

い
。
電
子
黒
板
や
一
人
１
台

の
端
末
を
配
り
授
業
を
進
め

て
い
る
と
説
明
し
て
い
た
。

　

当
町
に
お
い
て
も
す
で
に

実
現
し
て
お
り
、
補
助
の
面

で
も
可
能
と
考
え
る
。
食
事

面
で
も
番
組
で
は
店
の
料
理

を
出
し
て
い
た
が
、
当
町
で

は
生
協
な
ど
町
内
の
店
で
食

材
を
そ
ろ
え
て
料
理
し
て
、

都
会
と
変
わ
ら
な
い
食
材
を

見
て
体
験
し
て
、
現
在
、
町

で
行
な
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ

な
補
助
や
助
成
な
ど
説
明

し
、
町
の
良
い
と
こ
ろ
を

知
っ
て
も
ら
い
決
め
て
い
た

だ
く
。
こ
の
よ
う
な
手
厚
い

Ｐ
Ｒ
を
発
信
し
て
は
ど
う

か
。
町
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
（
町
長
）
毎
年
一
定

数
の
移
住
者
の
受
け

入
れ
が
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、

移
住
者
の
大
半
は
就
業
目
的

で
あ
り
、
特
性
は
今
も
昔
も

大
き
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
観
光
産
業
を
営
む

新
た
な
法
人
が
進
出
し
て
き

た
こ
と
や
、
空
き
家
物
件
が

不
足
し
て
い
る
影
響
も
あ
り
、

減
少
傾
向
に
あ
る
。
移
住
目

的
が
さ
ま
ざ
ま
な
た
め
、
町

で
は
法
人
を
対
象
と
し
た
社

宅
の
整
備
補
助
や
、
個
人
を

対
象
と
し
た
家
賃
補
助
な
ど

の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
る

ほ
か
、
移
住
者
向
け
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
直
島
カ
ラ
ー
ズ

で
、
空
き
家
改
修
補
助
な
ど

各
種
補
助
や
子
育
て
支
援
、

求
人
情
報
、イ
ベ
ン
ト
情
報
、

関
連
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報
な
ど

掲
載
し
て
お
り
、
移
住
希
望

者
や
家
族
世
代
の
定
住
に
向

け
た
体
制
を
整
え
て
い
く
。

　

今
後
も
、
直
島
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
情
報
発
信
や
都
市

部
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
事
業

内
容
も
精
査
し
、
長
期
に
わ

た
り
継
続
可
能
な
取
り
組
み

を
構
築
し
て
い
く
。

Q
　

新
た
に
体
験
住
宅

を
造
る
と
い
う
考
え

は
な
い
か
。

A
（
町
長
）
体
験
住
宅

は
民
間
が
や
っ
て
い

た
事
業
で
、
町
で
や
る
の
は

無
理
だ
。
民
間
の
方
に
手
を

あ
げ
て
い
た
だ
く
の
が
ベ

タ
ー
だ
と
思
っ
て
い
る
。

Q
　

体
験
し
た
い
移
住

希
望
者
が
来
て
も
、

民
間
が
や
っ
て
く
れ
な
い
と

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
か
。

A
（
町
長
）
た
し
か
に

い
ろ
ん
な
相
談
は
あ

る
が
、相
談
内
容
に
よ
っ
て
、

担
当
課
も
手
厚
く
協
議
し
、

相
談
は
し
て
い
る
。
体
験
住

宅
は
今
は
な
い
の
で
、
希
望

に
は
沿
え
な
い
。

Q
　

空
い
て
い
る
町
営

住
宅
を
充
て
る
の
は

無
理
か
。

A
（
町
長
）
特
公
賃
と

か
公
営
住
宅
法
と
か

の
規
制
が
あ
り
、
簡
単
に
い

い
で
す
と
は
言
え
な
い
。

　

11
月
27
日
に
小

学
２
年
生
・
５
年

生
、
中
学
３
年

生
のM

eet the 
W
orld

を
見
学

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

小
学
生
の
ク
ラ

ス
は
笑
い
声
が
聞

こ
え
、
画
面
か
ら

の
外
国
人
先
生
の

話
し
か
け
に
応
え

て
い
ま
し
た
。
参

観
さ
れ
て
い
る
保

護
者
も
動
画
を
撮

る
な
ど
、
楽
し
そ

う
で
し
た
。

　

中
学
３
年
生
は

ひ
と
り
ず
つ
前
に

出
て
、
直
島
の
観

光
名
所
を
全
て
英

語
で
画
面
に
向

か
っ
て
説
明
し
て

い
ま
し
た
。
ア
ド

リ
ブ
的
に
返
さ
れ

る
質
問
に
は
担
当
の
先
生
か

ら
ヒ
ン
ト
を
も
ら
っ
た
り
、

苦
心
し
な
が
ら
も
対
応
し
て

い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
英
語
は
流り

ゅ
う

暢ち
ょ
う

で
、
直
島
町
の
英
語
教
育
の

レ
ベ
ル
の
高
さ
に
感
動
し
ま

し
た
。

　

先
生
方
と
生
徒
の
会
話
も

フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
明
る
い

教
育
現
場
に
安
心
し
ま
し
た
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ま
た

見
学
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

�

（
山
下　

記
） 英語で観光案内楽しく英会話

英語力に感動（Meet the World）
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山上 委員長

中期財政計画の
� 素案が示される

総 

務
・
文 

教

〔
総
務
課
〕

第
49
回
衆
議
院
議
員
選
挙

10
月
31
日

　

投
票
率�

65
・
05
％　

（
平
成
29
年　

62
・
57
％
）

　

期
日
前
投
票
率

�

29
・
17
％　

18
歳
・
19
歳
投
票
者
数

�

34
人
中
19
人

中
期
財
政
計
画

　

今
年
度
策
定
中
の
中
期
財

政
計
画
の
素
案
が
示
さ
れ
勉

強
会
を
実
施
し
た
。

　

総
務
課
長
か
ら
こ
の
計
画

の
概
略
説
明
が
あ
り
、
今
後

10
年
間
毎
年
の
工
事
費
を
４

億
５
千
万
円
に
設
定
し
た
う

え
で
行
政
運
営
を
行
な
う
こ

と
に
よ
り
、町
の
貯
金
で
あ
る

基
金
残
高
も
減
少
す
る
こ
と

は
な
い
と
の
説
明
を
受
け
た
。

（
委
員
か
ら
）

　

こ
の
計
画
で
使
用
し
て
い

る
人
口
や
収
支
計
画
で
の
各

種
係
数
に
つ
い
て
、
少
し
見

込
み
が
甘
い
と
思
わ
れ
る
の

で
、
も
っ
と
厳
し
く
現
実
的

な
数
値
を
設
定
し
た
う
え
で

計
画
を
見
直
す
べ
き
で
は
な

い
か
と
要
望
し
た
。

〔
ま
ち
づ
く
り
観
光
課
〕

ふ
る
さ
と
納
税
状
況

10
月
ま
で
の
集
計
分

�

４
５
２
件

�

１
７
２
５
万
円

昨
年
同
月�

６
０
８
件

�

２
２
０
０
万
円

Q
　

大
き
く
減
収
と

な
っ
て
い
る
が
そ
の

要
因
は
。

A
　

本
町
は
、
他
の
自

治
体
に
比
べ
食
料
品

の
返
礼
品
が
少
な
い
こ
と
が

大
き
な
要
因
だ
。

町
営
バ
ス
時
刻
・
路
線
変
更

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
の
主

な
変
更
点

・�

三
菱
マ
テ
リ
ア
ル
内
へ
の

乗
り
入
れ
便
の
廃
止

・�

四
国
汽
船
高
速
旅
客
船
の

接
続
を
考
慮

・�

積
浦
地
区
内
で
の
路
線
変

更
・�

町
民
専
用
小
型
バ
ス
で
は

全
区
間
フ
リ
ー
乗
降
と
す

る
。

（
委
員
か
ら
）

　

変
更
点
が
多
い
の
で
、
町

民
周
知
は
わ
か
り
や
す
く
お

願
い
す
る
。

〔
教
育
委
員
会
〕

お
月
見
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

９
月
21
日　

海
の
駅
か
ら

地
中
美
術
館
チ
ケ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
を
往
復

　

参
加
者　

54
人

教
育
文
化
祭

11
月
３
・
４
日

　

出
品
作
品
数　

９
０
９
点

　

来
場
者
数　

１
０
４
７
人

外
国
語
指
導
助
手
着
任

　

新
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
ー
・
ダ
ン
ク
リ
ー
先

生（
イ
ギ
リ
ス
出
身　

29
歳
）

は
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
着
任
が

遅
れ
て
い
た
が
、
11
月
25
日

に
来
島
し
た
。

（
現
地
視
察
）

　

現
在
建
設
中
の
積
浦
集
会

所
・
第
２
分
団
屯
所
を
視
察

し
た
。

建設現場を視察

令
和
３
年
度　

補
正
予
算

一

般

会

計

　

歳
入
・
歳
出
予
算
の
総
額

に
３
４
５
８
万
円
を
追
加
し
、

そ
れ
ぞ
れ
32
億
８
６
０
４
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

◎
歳
入
の
主
な
も
の

◦
国
庫
補
助
金

�

２
４
７
８
万
円
追
加

◦
繰
越
金

�

９
８
０
万
円
追
加

◎
歳
出
の
主
な
も
の

◦
庁
用
器
具
購
入
費

�

１
０
４
万
円
追
加

◦�

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金

�

２
０
５
０
万
円
追
加

◦�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
検
査
費
用
補
助

�

２
８
０
万
円
追
加

◦�

積
浦
公
園
整
備
工
事
測
量

設
計
業
務

�

７
５
０
万
円
追
加

◦�

横
防
家
族
用
住
宅
整
備
工

事
実
施
設
計
業
務

�

２
４
６
万
円
追
加

Q
（
浜
口
）
積
浦
公
園

整
備
工
事
測
量
設
計

業
務
で
整
備
予
定
の
土
地
は

ど
こ
か
。

A
（
町
長
）
積
浦
の
宅

地
分
譲
地
に
残
っ
て

い
る
町
有
地
の
残
地
と
、
そ

の
土
地
に
隣
接
し
て
い
る
個

人
所
有
の
土
地
を
購
入
し
て

整
備
す
る
予
定
だ
。

積浦公園整備予定地
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中根 委員長

介護療養型医療施設から
� 併設型小規模介護医療院へ

経 

済
・
民 

生

〔
ふ
れ
あ
い
診
療
所
〕

○
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
の
設
置

○�

介
護
医
療
院
へ
の
移
行

Q
（
浜
口
）
併
設
型
小

規
模
介
護
医
療
院
を

詳
し
く
説
明
し
て
ほ
し
い
。

A
（
事
務
長
）
現
在
、

医
療
の
入
院
と
、
介

護
の
入
院
を
し
て
い
る
が
、

基
本
的
に
は
同
じ
だ
。
介
護

療
養
型
医
療
施
設
の
届
け
出

が
廃
止
さ
れ
る
の
で
、
介
護

医
療
院
の
届
け
出
が
必
要
に

な
り
、
介
護
支
援
専
門
員
を

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
住
民
福
祉
課
〕

○�

補
正
予
算　

児
童
手
当
の

シ
ス
テ
ム
改
修
費　

子
育

て
世
帯
の
臨
時
特
別
給
付

金
を
計
上

Q
（
山
上
）
臨
時
特
別

給
付
金
の
内
容
は
。

A
（
課
長
）
10
万
円
の

内
、
５
万
円
は
現
金

で
、
後
の
５
万
円
の
内
容
は

決
ま
っ
て
い
な
い
（
現
在
10

万
円
一
括
給
付
の
予
定
）。

〔
健
康
推
進
室
〕

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
３

回
目
の
接
種
は
、
８
カ
月
を

経
過
し
た
後
実
施
す
る
。
医

療
従
事
者
は
１
月
末
に
、
高

完成間近の発熱外来等診察室

齢
者
は
３
月
か
ら
実
施
予
定
。

Q
（
小
野
）
ガ
ン
検
診

の
結
果
は
、
町
か
ら

個
人
へ
通
知
す
る
の
か
。

A
（
室
長
）
個
人
宛
に

全
て
の
方
に
し
て
い

る
。
再
検
査
が
必
要
な
方
は

県
内
の
病
院
な
ら
予
約
を

取
っ
て
く
れ
て
、
県
外
の
病

院
に
は
紹
介
状
を
付
け
て
い

る
。

〔
建
設
経
済
課
〕

○�

９
月
24
日　

キ
ジ
ハ
タ
の

稚
魚
約
３
千
尾
を
放
流

○�

10
月
17
日　

直
島
コ
メ
づ

と
い
う
こ
と
か
。

A
（
課
長
）
通
常
の
朝

８
時
30
分
ま
で
に
と

い
う
こ
と
だ
。

Q
（
中
根
）
球
根
配
布

数
の
内
訳
は
。

A
（
課
長
）
役
場
２
３

５
袋
、
積
浦
集
会
所

67
袋
、
西
部
公
民
館
２
０
０

袋
、
横
防
分
館
87
袋
で
合
計

５
８
９
袋
だ
。

（
現
地
視
察
）

　

現
在
建
設
中
の
ふ
れ
あ
い

診
療
所
発
熱
外
来
等
診
察
室

を
視
察
し
た
。

離
島
振
興
法
の
改
正
・
延
長

を
求
め
る
意
見
書

　

離
島
に
お
い
て
は
、
昭
和

28
年
に
離
島
振
興
法
が
制
定

さ
れ
て
以
来
、
離
島
振
興
政

策
が
推
進
さ
れ
、
生
活
条
件

の
改
善
、
産
業
基
盤
の
整
備

等
を
中
心
と
す
る
社
会
資
本

の
形
成
が
大
き
く
進
展
し
た
。

　

離
島
は
、我
が
国
の
領
域
、

排
他
的
経
済
水
域

等
の
保
全
、
海
洋

資
源
の
利
用
、
多

様
な
文
化
の
継

承
、
自
然
環
境
の

保
全
と
あ
わ
せ

て
、
自
然
と
の
触

れ
合
い
の
場
及
び

機
会
の
提
供
、
食

料
の
安
定
的
な
供

給
等
、
我
が
国
及

び
国
民
の
利
益
の
保
護
及
び

増
進
に
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
離
島
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
自
然

的
・
社
会
的
条
件
の
下
、
人

の
往
来
、
生
活
に
必
用
な
物

資
等
の
輸
送
に
要
す
る
費
用

意見書を提出

が
他
の
地
域
に
比
較
し
て
多

額
で
あ
る
こ
と
の
ほ
か
、
医

療
提
供
体
制
や
産
業
基
盤
、

生
活
環
境
等
が
脆ぜ

い

弱じ
ゃ
く

と
い
っ

た
本
土
と
の
地
域
格
差
は
、

引
き
続
き
対
応
す
べ
き
課
題

で
あ
る
。
ま
た
、
人
口
減
少

や
高
齢
化
が
進
展
す
る
と
と

も
に
、
基
幹
産
業
で
あ
る
一

次
産
業
の
停
滞
な
ど
、
離
島

を
め
ぐ
る
状
況
は
依
然
と
し

て
厳
し
く
、
一
層
強
力
に
離

島
振
興
政
策
を
推
進
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、

現
行
の
離
島
振
興
法
が
令
和

４
年
度
末
を
も
っ
て
失
効
す

る
こ
と
か
ら
、
抜
本
改
正
の

上
、
恒
久
法
化
も
視
野
に
入

れ
て
延
長
さ
れ
る
よ
う
、
強

く
要
望
す
る
。

　

以
上
、
地
方
自
治
法
第
99

条
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を

提
出
す
る
。

（
提
出
先
）

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通

大
臣
、
内
閣
官
房
長
官

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
「
稲
刈
り
」
が

開
催

○�
つ
り
公
園
利
用
者

数
、
10
月
末
ま
で

１
６
９
２
人

〔
環
境
水
道
課
〕

○�

９
月
27
日
28
日　

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球

根
配
布

○�

12
月
下
旬　

エ
コ

ア
イ
ラ
ン
ド
な
お

し
ま
推
進
委
員
会

Q
（
西
岡
）
年

末
の
ゴ
ミ
収

集
だ
が
、
29
日
午
前

中
ま
で
出
し
て
い
い
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議会に興味を持ちたい

有意義な体験

これからの行動

　私は、点字ブロックの設置について質問させていただきました。執行部の前で堂々と
質問するのは、とても緊張することがわかりました。議場はとても広かったのでより緊
張感が増しました。また、私の質問について丁寧に答えてくださりありがとうございま
した。
　質問に対する答えを聞いて、とても納得しました。他の人は積極的に質問していたの
で私も積極的に質問したいと思いました。議会に少しでも興味を持てたので良かったと
思います。今回はコロナ禍でとてもお忙しい中、このような貴重な体験ができてとても
うれしかったです。この体験を活かして、今後の活動に活かしたいです。今回はありが
とうございました。

　私は今回の体験で初めて議長の職を体験し、とても緊張しました。そこで普段どのよ
うな議会がおこなわれているか、どのようなものかがよく分かりました。また、質問の
際には、手を握り挙手をすることや質問する時の言い方などが分かり、とても面白かっ
たです。
　私が路面の状態について質問した際には、とても丁寧にくわしく答えてくださりあり
がとうございました。私は、その答えを聞き深く納得しました。
　私は今回の経験を忘れません。
　このたびは本当に１日議会体験をさせていただきありがとうございました。

　このたび、１日議会体験を経験させていただきました。質問をするときの引きしまっ

た空気の中、はきはきとかまずにしゃべることの難しさを知りました。

　私は二つ質問したので、余計に緊張しました。しかし、この二つの質問に対してとて

も丁寧に答えてくださりありがとうございました。答弁を聞き、納得せざるをえない状

況でしたので、本当にすごいと思いました。これから、自分が直島のためにどのような

行動をとったらいいかを考え、実行していきたいです。このたびは本当に１日議会体験

をさせていただきありがとうございました。

宮原 礼 さん

西岡 慎太郎 さん

丹場 惟斗 さん

中 学 生 １ 日 議 会 体 験 記
　11月８日、第38回中学３年生１日議会が開催され、12の質問で町政を問いました。
　再質問もあり、有意義な議会体験になったと思います。
　皆さんに感想文を書いていただきましたが、紙面の都合上６人の生徒の文を紹介します。
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安心して暮らすために

貴重な体験

これからの直島町

　私は横防地区の街灯増設と点検について質問させていただきました。横防地区は他の
地区に比べて街灯が少ないと個人的に感じていたので住民の安全のために増設していた
だきたいという要望をしました。すると、執行部の方はとても詳しく丁寧に説明してく
ださって納得しました。また、議会に参加することや実際に議員さんが普段議会のとき
に座られている席に座って発言することは緊張したけれど楽しかったです。議会ではき
ちんと自分の意見を発言することや、よりよい町づくりのために質問を一生懸命に考え
ることは大変だけれどとても大切だと思いました。そして、普段からも社会のために自
分の意見をしっかりと発言できるようにしたいです。このたびはとても貴重な議会体験
をさせていただき、本当にありがとうございました。

　私は、11月８日に議会体験をさせていただきました。初めての体験でとても緊張し

ましたが、執行部の方々が、私達がした質問に回答するために、現地を見に行ったり、

問い合わせをしたりと、丁寧な対応をしてもらえてとても嬉しかったです。

　また、議長の役を務めさせていただいた際、「緊張しなくていいからね」とやさしい

言葉をかけていただき、リラックスして議長の役に臨むことができました。

　コロナ禍で大変な状況の中、このような貴重な体験をさせていただけたことをとても

嬉しく思います。本当にありがとうございました。

　私は、この議会体験を通して、これからの直島町がもっと活発になるように考えると
ともに、直島町のことについて詳しく学ぶことができました。初めての議会体験でとて
も緊張しましたが、しっかりと自分の意見を言い、疑問に思ったことには再質問ができ、
とても貴重な時間を過ごせたと思います。また、私の質問に対して、詳しく分かりやす
く説明をして頂き、とても有意義な体験になったと思います。この議会体験ではさまざ
まなことを学ぶことができました。この貴重な体験で学んだことを将来、直島町の活性
化のために生かしていきたいです。また、コロナは終息にむかいながらも、まだまだ大
変な時期にこのように議会体験ができたことを本当にうれしく思います。本当にありが
とうございました。

眞木 望杏 さん

髙㟢 美桜 さん

庭月野 瑛麻 さん
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
も
減
少
傾
向
に

な
り
、
通
常
の
生
活
に
戻

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
年

は
笑
顔
に
溢
れ
る
年
に
な

り
ま
す
よ
う
に
願
う
ば
か

り
で
す
。

　

２
年
間
、
夏
祭
り
や
火

祭
り
等
の
中
止
が
続
き
ま

し
た
が
、
こ
の
夏
に
は
、

復
活
の
大
輪
の
花
火
が
上

が
り
、
活
気
あ
る
直
島
に

な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
一
同
、
町

民
の
た
め
、
汗
を
か
い
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

�

（
西
岡　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
　
長
　
井
下　

良
雄

委
員
長
　
山
下　

玲
子

副
委
員
長
　
浜
口　

敏
夫

委
　
員
　
山
上　

英
一

　
〃
　
　
西
岡
裕
喜
広

　
〃
　
　
中
根　

清
孝

　
〃
　
　
宮
原　

三
郎

　
〃
　
　
小
野　

孝
一

迎
え
て
く
れ
る
温
か
さ
に
励
ま
さ
れ
て

U・Ⅰターン者に聞く第34回
　

今
回
ご
登
場
い
た
だ
く
の

は
、
横
防
の
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
で
働
い
て
い
る
、
柴
田

園
子
さ
ん
で
す
。

Ｑ　
い
つ
頃
直
島
に
移
住
さ

れ
ま
し
た
か
。
そ
の
き
っ
か

け
は
。

柴  

２
０
１
９
年
８
月
で
す
。

　

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の

オ
ー
プ
ン
に
、
骨
を
う
ず
め

る
覚
悟
で
移
住
し
ま
し
た
。

浮
か
び
ま
せ
ん
が
、
何
か
あ

れ
ば
ご
近
所
さ
ん
や
友
人
、

大
家
さ
ん
に
手
を
貸
し
て
い

た
だ
き
常
に
助
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
限
ら
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
で
、
そ
こ
に
必

要
な
救
世
主
が
現
れ
て
、
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
る
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
い
る
こ
と
は
、

本
当
に
あ
り
が
た
く
て
宝
で

す
。

　

嬉
し
か
っ
た
こ
と
は
「
お

帰
り
」「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ

い
」
と
声
を
掛
け
合
え
る

方
々
が
増
え
た
こ
と
。
い
つ

も
迎
え
て
く
れ
る
笑
顔
と
温

か
さ
に
、
元
気
を
い
た
だ
き

励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
お
休
み
の
日
は
ど
の
よ

う
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

柴  

家
族
や
友
人
と
ド
ラ
イ

ブ
等
出
掛
け
る
こ
と
が
多
い

で
す
。
美
味
し
い
も
の
を
お

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
、
美
し

い
景
色
を
見
て
、
楽
し
い
時

を
共
有
す
る
こ
と
で
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ　
お
仕
事
以
外
で
の
友
人

や
グ
ル
ー
プ
活
動
は
。

柴  

施
設
建
設
中
に
お
声
掛

け
い
た
だ
き
「
直
島
塾
」
に

入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
と
出
会

い
、
視
野
が
広
が
り

大
変
勉
強
に
な
り
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
何
も

お
役
に
立
て
て
い
ま
せ
ん

が
、
直
島
の
た
め
に
幅
広
く

活
動
が
で
き
る
場
と
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。

Ｑ　
最
後
に
町
民
の
方
々
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

柴  

右
も
左
も
分
か
ら
な
い

未
熟
な
私
と
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ

Ｎ
Ｅ
を
温
か
く
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
り
、
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。
長
引
く
コ
ロ
ナ

禍
と
い
う
未
曽
有
の
時
代

に
、
わ
ず
か
で
も
一
条
の
光

と
な
れ
る
よ
う
、
今
は
果
た

柴田　園子さん

船上朝食でのサーブ

Ｑ　
お
仕
事
の
内
容
は
。

柴  

施
設
の
予
約
管
理

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、

食
事
の
提
供
や
お
客
様

の
お
も
て
な
し
等
、
な

ん
で
も
こ
な
し
て
、
皆

の
お
母
ち
ゃ
ん
的
な
存

在
で
、
毎
日
楽
し
く
お

す
べ
き
天
職
を
全
う

す
る
ば
か
り
で
す
。

　

今
も
な
お
助
け
ら

れ
、
与
え
て
も
ら
っ

て
ば
か
り
の
日
々
か

ら
、
ま
だ
ま
だ
恩
返

し
に
は
程
遠
い
で
す

が
、
少
し
ず
つ
頼
ら

れ
て
力
に
な
れ
る
よ

お客様お迎えの準備中

仕
事
を
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
お
住
ま
い
は
。
島
生
活

の
感
想
は
。
ま
た
、
不
便
に

感
じ
た
こ
と
等
は
。

柴  

ご
縁
が
あ
っ
て
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
に
住
ん
で
い
ま
す
。

地
元
の
玉
野
市
に
も
ア
ク
セ

ス
が
よ
く
、
不
便
は
あ
り
ま

せ
ん
。
強
い
て
言
え
ば
、
急

な
体
調
不
良
時
、
大
き
な
病

院
が
な
く
少
し
心
細
く
感
じ

る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

Ｑ　
生
活
や

仕
事
で
困
っ

た
こ
と
、
嬉

し
か
っ
た
こ

と
は
。

柴  

困
っ
た

こ
と
…
特
に

何
に
も
思
い

う
、
企
業
と
し
て
も
、
私
個

人
と
し
て
も
尽
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
園
子
！
」

「
園
子
ち
ゃ
ん
！
」
と
お
声

掛
け
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
柴
田
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も

い
ろ
ん
な
人
と
出
会
い
、
施

設
と
町
の
発
展
に
ご
活
躍
く

だ
さ
い
ね
。

リピーターと記念撮影


